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砺洞鉱におけるスラ))一爆薬の導入について

南 光 宜 和

スヲ1)一爆薬の安全性,および発破作薬の合理化や. ダイナマイトの価格上昇等に'対する将

来のコストダウソを指向して,スラリー爆薬の帝人を計画した｡

昭和49年9月から約1年間にわたって,侭九 感乱 検ガス噂の基礎就&,および現場挽梁銑

映せ爽施した｡

その括弧 爆力は.杉ダイナマイトに比較し.約20% 劣るが,嘘庇は鈍く,特に穿孔ビット
による残留爆薬くり当てに対する安全性は.ダイナマイトは勿乱 ANIFO爆薬と比故しても,
きわめて高く,後ガスについても,非常に良好であることが確盈できた｡また,現場投薬妖政

治朱では.若干爆薬使用丑の増加が懸念されるが,その他の両ICIも 何ら支障のないことが判

明したので,51年1月より,.'親ダイナマイトを除く全部のダイナマイトを,スラ.)一爆薬に切

り替えた｡

現屯 切り替え紳 1年経過したが,当初予想した遜り.若干の爆薬原JP位増がみ られる

が.東棟粟両では.全く問題なく項羽に推移している｡

1. 織 甘

小口任用懇℡起爆スラリー爆薬は,欧米ではすでに

かなりの爽銃が示されているが,わが国{.紘.昭和49

年頃から火薬}-カーがIRECO,Dtlpont笹から技

櫛導入を行い筑晩製造を開始,翌年から駿宛されてい
る非常に新しい爆薬である｡したがって,現用ダイナ

マイトに比べ爆カは若干劣るが,穀遵工程上 また,

使用帝政上きわめて安全性が補いにもかかわらず.そ

の使用釆軌土皆無といってよい｡

そこで.栃洞広では.魂留爆薬くり当て暴発や,後

ガスに対する安全性.および.発破作業の合理化やダ

イナマイト価格上昇啓に対する将来のコストダウ'/を

指向して.スラリー爆薬の兎同化のための諾紬 を昭

和49年9月から約1年問にわたって吏施した後,ダイ

ナマイトに替わり全面的採用に踏み切 った｡その地

先,現在〆イナマイトは親ダイのみとなり,スヲI)I

爆薬前人以前の約68%がスラリー爆発に切替わり,
若干爆薬原単位は相加したが,発破作業の安全性が著
しく向上した｡

本稿では, これら甚種族験の境野と.導入後の位用

架萩の解析および今後の降魔について述べる｡なお,
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韮擬.訳掛こついては.E]本油胎株との弗同研究による

ものが多い｡

2.基地放映

スヲ))一爆掛1,-政にダイナマイトに比し鈍感で

安全性が祐いが.爆カが若干穿るといわれている｡果

してこれら滞性随が現場の菜提案においてどの現皮の

形啓を及ぼすものかを知るために,以下に述べるごと

く撮れ 感度.後ガス鉄換および乗投薬における掘進

釈放を行った｡

2.1 焼切扶幹

栃洞鉱において従来より行っていろ爆力判定釈放法

で,AI頚の均男な個所で,坑道壁面に直角に空孔と鼓

藁孔との鑑面間隔を例えば 8cn,loch.12cm . 14

cmにとり,各孔長を 1･5m として平行辞孔し.浪

兼孔に 6仰gの秩験爆薬を装薬発破する｡この時の空

孔への形中皮をあらか じめ決めた判定基準伍13段階

(空孔が全部正壊され,装薬孔が2倍以上に拡大され

た状腿を6点.空孔が全魚形呼をうけない状感な0点

とし,その間を空孔,渡英孔の状態に応じ0.5点きき

みに13段鰭に採点する)で採点し.名薬唖間の爆力検

定を行った｡

出県を兼 1に示す｡

この姑条を解析すると,

(1) スラリー脚 では,薬故間に慢カの有急変は

-L2Z-



轟1鹿切試政治果

85.55.0:4.514.8!5.僧 監各2回
の平均値105.34.0lS.013.8

3.2 〝 各3回 〝125.24.7
8rT51.〝′/ /′14 4.7
2.7L禦3.21.〝′′ ′′合 音 20.716.i16.15.ll.2

爆力比100.l F9.i80. 4.

lない｡(2)杉ダイナIT

イトとスラリー爆薬 C,D との間に95% の倍額

限界{･有意弟あり｡(3)採点値合計では,スラリ

ー爆薬の燥カは杉ダイナマイトに比べ,スラリー爆薬 D を除

き70-80% の間にあると考えられる｡同 径 法

(25-サJl00I) 2.2 感度放散

現場における発破災串には,退避遅れ 飛石.取扱

い不良,静租先や洩えい旬軌 穿孔ビットにJ:る残留

爆薬くり当て帝によるものがあるが,実操業では.こ

れらのうち,残留爆薬くり当てによるものが最も防ぎ難く,しかも盃大災轡につながるケー

スが陣とんどである｡そこで,浅田発

くt)当てに対する安全性を確認するために以下の妖

験を行った｡2.2.1耗骨蛤茶くL)当て扶助あら

かじめ岩盤に弊孔してある戟薬孔に爆薬を装薬しておいて,

F-7さく岩蛾をスタ･/tt支持, ビットを装薬孔にIt=yトし,遠隔操作によりこの爆薬にどす

トをくり当てる方法で.回1に示すととく,同径法,

リーミl/〆法,耳適法の3通りの方法で行った｡な

お.この場合いずれもさく岩俄への泣水は行っていない｡また,大型さく岩機による残留爆薬くり当てに付

する安全性を確証するために,KH-80ド1)フクーに

よる試晩も行った｡結果を表2に示す｡図 1 く

り あ て 試 験リーミング法 灯 油 比.衷2

残 額 爆 藁 く り当 て 就 鼓 結 果方細 岡 径 故 リーミング法 貫 適 法 計 紀
事一一一一一～一一_恭敬

別ス= 一爆燕 ※1 ./,389('2 0/5.2※2杉ダイナマイト 4/60 22/60

スラ1)一爆薬A 0/80AN-FO 0/100 o/3,P('3 0/18

31 品芸 180.(g%/酢 よる26′120 品芸急呈/発)Riによるo/80 蒜

芸i205言/(E)%齢 よるo/

100 蒜芸溜 gS/畠岩齢 よる※1スラリー爆薬Aを主とするが.スラt)一爆薬B,C,Dを各0/60(同珪法)を含



この姑典をみると.

(l)スラリー爆薬は0/1911と非常に安全である｡

(2)AN-FO爆発は今回の餅晩では.RH-80さく

岩機,同怪法で0/1(氾であるが,以前のⅠ妖艶lIで

は F-7さく岩機, リーミ./〆法で5/150の割合

で売燈しており,また AN-FO爆薬くり当て災

磐の萌例が過去に日本で2例ほどあると恥 ､てい

るので非常に故妙なところにある｡

ことが分つた｡なお KH-80によるスラ I)一爆薬,

AN-FOのlJ-ミ./グ法による釈晩を現在行 ってい

る｡

2.2.2 銃撃昏庇扶助

日本肋筋(株)で行ったものIC,銅製平群親(10mm≠
xlOmJn)を銃口より40cm離れた鉄.り プ (35Jnm

≠)に哉現された洪執爆薬 50gに撃ち込み,銀杏を

みる方法で,平均群速は.あらかじめ発射薬丘と平均

群速 (銃口と銃口から20- の点との平均速度)と

の相関朗係を求めておき,苑射発見のコ'/トロールに

より所定の群速が柑られるようになっている｡

結果を衷3に示す｡

この結果

(1)杉g'イナマイトは.200m/8附近で爆発する｡

(2)AN-FOは.一oom/S附近で分解する｡

(3) 久ラt)-爆恥王.JI50-500m/S附近で爆発す

る｡

したがって,先の魂冊爆薬くり当て駄拙 果および

安3 銃 撃 感 度

＼-響 庇m/A"

さく岩機のtfスト･/&ネルギー肝亦位から如拙する

と,穿孔ビットくり当てエネルギーは,上紀銃撃感度

鉄散における群迎 200-4(カm/Sにあると考えられ

る｡

2.2.3 港税感度故駿

日本油珊(揺)で行ったもので.鈷先を衷4に示す｡

スラ1)一爆薬の感度は,AN-FO爆掛こ比 しても

相当鈍感である｡

2.2.4 孔中殉拍Bt故

スラ1)一燥矧土.上述したように鈍感で.砂上殉煤

も1-2とダイナマイトに比べかなり低く.殉換不良

による畑轟中断が憩念されるので.孔中での殉爆状愈

なは捉するために洪故を行った｡

この釈放では,27nJn少の孔中で薬包問に一定の定

位をとり,薬包聞全問の条件を変えて行った｡誰丑
紘,双方を lWgとした｡ 括梁を釆5に示す｡
殉壌皮は,杉ダイナマイトがもちろん良いが,スヲ

1)-爆薬でも杉ダイナマイトに近い伍をもつものもあ

り,また鈍感なものもあるが.いずれにしても投薬に

支障のないことが確旺できた｡

2.3 免世故ガス拭故

各爆薬 200gを申開壷 (6mXl.75mxl.2m=12.6

m3)で爆発させ,5分披,10分後の2回 ドレーyJレ検

知幣で COおよび NO■ガスを脚定した｡釈放回数
は,AN-FO爆薬 (1回)以外は,5回とした｡措果

な変6に示す｡

訳 鹸 冶 果

190 210 230 250 300

薬穂別 ＼

スラリー鰯 A

スラリー鰯 A′

スラリー爆薬 A
茨 岩扮外側 10%

義視 駅 .Ai

杉 ダイナマイトXXXXOxOOO
2号軽ダイナマイト ×××XXXOxOO∞
AN-FO爆 薬

ビタト

350 400 460 505 550 580 主よ亀
有

×XxXxxXXOxOxxOx x
xxxxxxxOxx∞ 000 x

XXXXXXXXXXXXXXX X

××xxOxXOOxOxXOO

△△△

x
O
O
△

蝕 ※ 岩軌ま,栃洞臥 片麻%,杢地を使用 表中.0は爆鬼.△は分取 Xli不鯨

衷4 存 鍵 感 度 就 験 結 果

夏 で 二 ,TT-義 #A 蒜 且,一 重猷

判 5kg.3mの拓

定 桑嘉華 で 同 左 同 左

スラ])一 爆発A′
岩 扮 入

2号榎

姦"~F品 移ダイナ-イト ダイナマイト

5kg.3mの高

さ'C不燦｡ 5kg･1･5m 5kg･26-28 同左

詣 了 ･7m で で分取 cDIC鯛 ｡

YoL3&No.3.1m -L23-



衷6 孔 中 殉 感 就 政 治 果

方荒霊､聖 杉 スラリー スラリ- スラリー スラリ
ー 記 事ダイナ 爆 薬 爆 薬 爆 薬 投 薬

マイト A B C DA問を塗間 1004 〇〇〇 ×XX 〉くXX 〇〇〇〇〇 0×× 25zzznx2

∝一gを半分に切断し,バブカーを向き合せ
る.80 〇

〇〇 ○○ XX〇〇〇〇60 〇〇〇a問已求を入れち 60 〇〇〇

下向孔を利用し,25EE)

×2(氾gを半分孔底に入れ 水を売掛こする○40 XX
0 XO ○×× ×××

30 ××XXO x〇〇〇〇〇〇〇〇 ××××××20 OOx〇〇〇 88…a間に

珍を入れち 50

××〉く 25z

EZnX200gを半分に切断して孔に

入れ,′ミラ砂をタソビyグする○3

0 ○×× ××○20 ××× OX× XOX10 XX ×× ○×× ××X

5 ×〉く× OOX 〇〇〇 ○○×

薬間に砂タ

ンJ<を入れち 45 ×

×○ 25血
x200gを半分に切断して孔に入
れ,砂タンパを入れる○40 ○××

30 OOX OOx

25 〇〇〇20 ××>く OOX X

XO15 〇〇〇 〇〇〇

10 〇〇〇 ○∞ 〇

〇〇5 0∞ 〇〇〇 〇〇〇

〇〇〇兼6 発破あとガス軸定鈷果

単位 p.p.mi;i;.;=-≡. ､CO NO■5分後 10分
級 5分後 10分後移ダイナ.7イト 211 20

5 41 38スヲ1)-爆薬A 48

56 39 47スラリ-爆弗B180
187 30 30AN-Fo侮薬 270 230 80 60

スヲ1)一爆薬は,非租によって成分が異なるが,杉

ダイナマイトや AN-FO爆薬 に比LCO+NOJ

の有*ガス成分が低いことが確められた｡2.4現場漁業拭幹
以上の浦沢故の結果ほぼ換掛 こおいても支障のない こと

が確認できたので,現場操業

における坑道掘進現場において,現用杉ダイナマイトとメーカ一別ス

ラ1)一爆薬との比軟鉄取を行った｡また,全面的にダイナマイトを使

用している小口径レy〆掘進の爆薬をスラリー爆薬に切替

える場合の政道美佳を見出すために.ビット径と薬径との関係につ

いても検討した｡



蛮7 Jt-カー別スラ1)一爆薬による全断面掘進結果

＼く ､萌8燦軸鼎＼＼ 警告妻至宝 隻任用丘kg/尭破 効 果 杉ダイナ†イトを100としたときの林位鮎 朋 比率

配 布大口径75mm¢ 小口

径35mm≠ 'rTAm 進行率% 起爆丑zd JP位 当 り秦 m′本 本 m′本 kC/

A kg/md当りttL当り杉ダイナ†イト 2 1.869.1.9429.7 1.64 84.5

18.1 1.64 18.1 1∝ー l00 雷賢8昭平スラリ-爆薬A 2 1.920.42.02

39.5 I.65 81.7 18.2 2.17 23.9 132 132 〟II B 2 1.920.1.9639.7 I.51 77.0 16.8 2.36 26.3 144 145 〟
′′ C 2 1.921.1.9742.0 1.50 76.1 17.I 2.46 28.0

l50 155 罷 4回昌平′′ D 2 1.8039.81.9436.8 1.35 69.6 15.4 2.39 27.3 146 151 〟

スラリー爆薬A 頻怪25mm≠x2∝〉g/秦

8尭鼓スラリー爆薬B 発僅25mm≠x2のg/*

8発破スラ))一煤典C 薬径 25mm≠×200g/秦

4発破スラリー爆薬D 苑任25mm≠×200g/

本4発破釈放

括条を溌7に示す｡(1)進行率,起爆丑において

は.杉ダイナマイトに比しスラリー爆薬は,0-2

0% 起此溶くなっている｡(2) しかし,JP

位当り爆発使用丘においては,スラリー爆熟王杉ダイナマイト

に比し30-50% も多Tot.1もN.03.1m

くな19ている｡これは.先の塊切洪晩結果と考え

あわせると.スラI)一爆薬の場合若干過浪典気味になった結果と思われる｡

2.4.2 レサグ他 の最適ビット缶と蔦徒の3[走

小加背 (2.2mx2.2m)レック掘進では. ビット径

27mmH 19m.tLPLI,ド1.7m)
薬伍22JZLnさの杉′ヽダイナマイIを使用

していたが,一般的に爆薬の苑径が小さくなると爆力

が低下するので,スヲI)-爆薬での適性な穿孔撞

くまたは爆発怪を決定するため.兼任と俺達との関係妖敬を



衷8 ビ ッ ト径 別 ラ イ フ と穿 孔 速 度

､＼､､. ど,ト径別項 El --一一､ 平 均 値 I 解 析 結 果27pm(A) 29zzn(a)

a/ATZy rラ イ フ 70.7m 100.6m 1.42

10%で有意蓮ありビ ッ ト ラ イ フ 25.1m 27.2

m 1.08 有 意 轟 な し穿 天 盤 〆ル - ブ 7778cm/Din 7

1.0cm/nin 0.91 ′′急 払 い グル ー プ
85.ら ′′ 78.6 〝 0.92 〟度

床 面 グル ーブ 85.8 ′′

79.7 〝 0.93 〟蛮

9小加背 全 断 面 掘 進 試 験 結 果h l_____ 27 記 事句≦喜:-,i-:--一
一一-- ど,ト匪m.m

薬径mI_n羽 目 ､一､-､ザ位 27 2925 24

25鼓 其 孔 穿 孔 本 故 (平 均) 本 35.7 35.7 32.7

1%で有意蓋有り穿 孔 速 度 (平 均) cm′min 80.2 79.3

75.8 有意差無し韻 急 く央綴平均) k8/ttL 22.3 24.8 22.3 5%で有忠盛

有り装 薬 孔 穿 孔 時 間 介 65.6 66.3 63.9

有意轟無し丘 穿 孔 時 間 分 117 113

112 有意差無し糞 薬 時 間 a. 43.5 4

3.0 38.0 5%で有急造有り穿 孔 + 故 轟 時 間 分

165.5 156.0 150.0平 均 進 行 率 % 82.0 75.6 80.0

有恵轟無し中 位 当 り 藁 丑 kg′d 6.6 7.4 6.6 5%で有急基有り

爆薬の薬径は 25mm声に決定した｡しかし, ビット

径 27mmさでは,英珪25mm卓のスヲl)-爆薬の我

苑が国籍となったので,ビット径を 27mm卓から2

9mm卓にゲージアップすること

とした｡そこで,ビット窪を 29mm卓

にゲージアップした墳合,穿孔速度の低下,ビット.TZッド･

ライフの低下.戟薬時間や尭破効果の変

化が想定されるので.これらについて比較釈放を行った｡結

果を袈8,9に示す｡就故条件加背 2

.2m(細)×2.2m(拭き)磐武 重地ビ

ット径と薬径の組合せと釈放回教27mm9125mmタスヲT)一爆薬 A 200g/本

6発破27mm≠ 24mm≠スラリー爆薬A 200g/蘇

6尭破 29mm≠

25mm≠スラ1)-爆薬 A 200g/本

6発破その

結果(1) ビット径を 29mm少にして

も, ビットライフ,pサドライフ共良くなる傾向がある

｡(2)穿孔速庇は,約 5% 低下するが,孔故が減と

なるため飴穿孔時

間はほとんど変らず,穿孔時間+装薬時間では.約

4% 短かくなる｡(3)進行率は,27mm≠

ピット径×24mm中英径に比し.29mJn≠ビット径×2

5mm中英経は約 6%良くなる｡ことがわか

り.穿孔時間.洪弟時間と,進行軋 単位当り茶毘な どの起爆効果を投

合すると. ビット径29mm≠×25mm≠薬理のスヲt)-爆薬のEL合せが

放良であること



3･ スラリーJ8苑導入爽織と駄罷
昭和49年9月にスヲ1)-爆薬の基在妖敬を開始して

以来.訳晩結果をみながら一部換菜化を行い.約1年

後の昭和51年1月より親ダイナマイトを除くダイナマ

イトを全面的にスラリー燥主掛こ切啓えた｡

3･1 スラI)一線茶の使用状況

3･1･1小口径スラ])-爆発 (25nJn≠×39h1m∠,

200〟本)

ビット性29mmさくt,ッ〆掘進,追切お よび切上I5?
り, 19mmL｡I Iサド)と32mJZI≠ (中盤ジ十･/ポノヽ 〈
ー掘進および追軌 22mmHF･y ド)による穿孔′ヽ
尭碇に使用している｡

このスラリー爆熟 王.込掛 こJ:り穿孔内に押し込む

が.このとき.包材が枝れ鵜舟 土70-80% に駐輪さ

れる｡したが.?て,切上り等上向孔への故弗にも落下

することはない｡

3･1･2 大｡径スラリー爆薬 (4叫 ×390nnL,

500g/本.50mm≠×230mJnL,50d*)

ビット怪45mJn少の大型･}十･/ボー瀬越,迫切作

業やビサト径 60zzLn≠以上の兵乱採鉱には,全面的

把AN-FO爆薬を使用しているが,ジャンボー掘進

における AN-FO爆薬の使用しにくい水孔おJ:び埼

前孔には,40mm声のスヲt)一爆薬を.また,50mm≠

スヲリー煤勤 王.長孔採鉱用として商水孔や排水の田

発な下向孔および発破抵抗の大きい個所苛に使用して

いる｡

3.2 スラリ-熔苑の使用爽輯

スラ1)一爆薬導入前後の使用奨乱 爆薬伍別任用比

率を釆10および図3に示す｡

スラリー爆薬への切啓えにより,予想されたとおり

蛮 10 期 別 火 薬 類 使 用 突 破 喪

＼ ー 朋別脚 ､､-＼ 下′49 上伸 下′50 上′51 下作1上3カ月任用放くkG)撹使用丑(kg)比率(%)使用良くkg)比率(%)使用丑(kg)l塚 使用

丑(kg)比率(%)杉 ダイナマイト 1恥 芸 霊 l:,.=8.. 37.中 9.113.12020.6:63,023.51d_裏 i

芸器慧= 2063,122. 26.0SBダイナ-/イト 0. 2,311

.8750. 3,923.125 0.ス ラ リ ー 1,056. 0.417,738. 4. 91,243.57.350,705.00100. P33,373

.79 21.1113,7- ∃ 禦0,335. 59.AN-FO 172.626. 55.4
207,047. 57. 147,453.CKKI60.8合 計 ll.408.00011の.0361,764

.310; l00.F50.990.235loo. .434. 1∝I.0産 出 鑑 丘 (I) 653,539 637.671 671.518 701.395 383

.790原 神 位 (g′t)



若干の爆薬原単位の増加がみられた｡(下/49は,探開

坑丘が他期に比し少いので原単位が下っている｡)

そこで.スラリー爆薬への切替え対象となった作業

のうち,主群作業屯ICあるt,タグ掘進.タイヤージャ

ンボー細進.切上りおJ:び対象外であるモービル･}十

./ポー抽地について,切替え前後それぞれ約1年間の

爆薬類原単位央萩推移を岡査すると.図4の如くであ

る｡

この点条によると.爆薬については, レク〆掘進

23%,タイヤ-.}ヤソポー掘進 20%切上り30%.

それぞれ切替え前に比べ増加,モービルジャンボー掴

進は 11% の拭となっている｡-方略管は,t',グ掘

進7%汲.9イヤージ十･/ポー掘進 3%増,切上り

3%滅,モービルジャンボー掘進 11%増となってい
る｡これは

(1) スラリー爆薬の燥力が移ダイナマイトよりも劣

る｡(基距妖艶では,約 20%劣る｡)

@)薬包1本当りの薬丘が杉ダイナマイト22mm≠

XQ/本 から,25叫 ×200d春 と多くなっている

ので過鼓弗となっている｡

(3)穿孔配政がスラリー爆薬に対し適合 していな

い｡?
等が考えられるが,いずれにしても爆力差をも考慮

曾

一

6

一

9

一

%
さ

胡川畑
.

膿

棄

すれば,捜ぼ妥当な鈷柴といえる｡

3･3 スラリ一線韮帝人雀の課題
しかし,安全面だけでなく.さらに経済性を追究し

ていくためには,

(1) スラリー爆薬の爆力を向上させる辛皮の検討

(2)恭墳密度を上げ尭破効果を上げる方法の検討

(3)スラリー爆薬に適した穿孔配位の検肘

(4)装薬長の的並による過食薬の防止

(5)作菜者に対する穿孔技術 (岩男に応じた適正な

穿孔配晩 穿孔長の選択)教育の放底｡
等が必要である｡

そこで,これ苛に対処するため,起爆方式別および

装填中皮の変化に付する爆速の変化の調査,穿孔配位

特に心抜き穿孔配位の検討を行った｡

3.8.1 起爆方式別孔内船連

投適の親ダイナマイトを選択するため,起爆薬の強

敵 薬丑の多少.デカップ1)ソ〆係数の大小による爆
速の変化を,岩魚に穿孔された実際の穿孔内において

内定した｡計甜法は.いずれも抵抗良法t叫こよる｡

括発を衷11に示す｡

その結果

(1)親ダイナマイトに用いる爆薬の爆九 爆薬丘の

相違によるスラ])一爆薬の爆遠位の変化は.ほと

v u ~ Y 管 A.･...｣出･-.一触 ヒ招

一＼ { ∧ l ≡

ハ ′- ー＼ J V､ヽ 一̂ JLー r一､ _..T--一ヽー̀'.一°ー ′ - 一ヽ丁

フ一 ､ヽ〉 ＼/ ー〉 ､ /＼ 左 J . 人 ▲ レ-ノ ー～ .ヘ･ノ＼ レ′

- 'へ 福 一亡二二lヽJ亡ヽ=一ヽ-一 岩̀P■ -■-J- - ■■■- t､- l--TTTr-

P1■ー■一一一一●-■■q̂A 点 … Rh.日 zqA貞匹 も真悪 霊 旨 1 月 月 罵 言 長 石 岸貫首k.h7スラ')一触 物件 一･一.･

.一一一団 4 爆 薬 桝 原 単 位 央 故 推 移 寂



蛮 11 起爆発の概軌によるスラリー爆薬の性能変化

(屯噸方式と燦速との関係)

ヂカップ1)I/グ係数 [ 親 ダ イ 爆 速 1 記 琳

スラリ- 1 1.28 32/25※1 777 管 3,860± 16

0杉 50g 3,960

± 200捗 100g 3,

89D±190海1※3 50g

3.940± 150海1 10

0g 3.940±210I.80 45/25 館 甘 3,950± 17

0珍 3,210±5m ※21.

00 45/45 ftt 甘 4,580±200スラ1}- Ⅱ 1.21 32/26.5 岱 管 3,560士 120杉 100

g 3,650± 150海 1 100g 3,72

0±210スラリー Ⅲ 1.28 32′25 留 管

3,520士 130スラリー Ⅲ
1.28 32/25 岱 管 3,480±140PY lOOg 3,730土 120

海 1 100g 3,440± 601.80 45/25 杉 100一g 2,860士390 ※

2杉 ダ イ I.28 32′25 辞 管 5,田0士 1

80杉

50g杉 10

0g杉 100g

海 1 100g

3,840士 1404,010士 1503,580±

703,710± l00 丑唄や皮0.94dcc注 ※1孔珪/典珪K･2 チャl/ネル

効果のためJtラツ中が大きい｡※3 海底爆破用布比延ダイナマイト｡侭比延 1.6-1.65煤速 7,00

0m/Sんどない｡(2) ヂカッ

プT)ソグ稀故1.28以下の場合は.スラリー壌

粥にはチャ'/ネル効果は認められない｡(3)博地境

を行うと爆速が向上する｡(4)ANIFO爆薬は,孔伍が大きいほど, 成 ダ

イナ-Iイトの爆力が大きいほど,また.銀発見

が多いほど爆速が向上する｡ことが判明した｡

3.3.2 撫申辞孔配蟹スラリー爆薬の特性に合

った穿孔配位 (掛 こ心抜きバクーl/

)を追究するため.現在心抜きバター･/を中心に釈放

を行っているが,まだ満足する結果を柑ていVo,.ae.NB.3.1の7 ないので.本稿{･は,現在栃洞鉱で採

用しているレァ〆掘進の按準穿孔配位を

紹介するにとどめる｡4. # &餌管起爆ス

ラT)一爆薬が国内{･製造されるようになって以

来.実用化への各私鉄故を行い,(1) スラリー爆

薬は,ダイナマイトはもちろんAN-FO爆薬に比べてもきわめて鈍

感であり, 特 に穿孔 ビットによる残留榛鵜くり当て

に対しては.ダイナマイトに比べはるかに安全性の拭いこ



大口径 2本(48･d)
ノJ､口糧 34本 (29桝〕 速 度葬れ城5'JDS郡歯音嫡 搭

心技都城大国単也 J

.I- 2.印一 ｣図 5 レッ〆掘進標準穿孔

配匿固 く加背 2.6mX2.5m)(3) ダイナ-/イトに比べ棋力が若干劣り.単位当り

典故の糊bllが懸念されるが.その胡合は,珪所的
に対応できる花畑である

と予湘される｡との拙曲が柑られ 実Jtl化できる

ものと断定できたので.

将米のコストダウ･/への布石をも琴曲し,ダイナマ

イトを全面的にスヲl)一様弗へ切帝えることとした｡はば全面的に切替わってから約 1年間昆

過 したが,

その拙柴,(I)残留爆薬くり当てに対する安全性が着

るしく向上したが基礎就晩で予抑したよりも若干爆

薬原単位が仰加している｡(2) 親ダイにスラl

J一様弗を使用すると,館管装着がダイナー/イトに比べやり矩いし,

装薬中に常管が移勤したりして.不発の原田になり

易いと想定される｡樫庇の問庖がある

だけで.親IA:周調に捜繋が行われている｡したがって

.今後の評価としては.(1)爆典脚 糾9.を波少させるために



OntheltltrOdtICtiotIoE"ShrryE王plodyeB"AtTochibr8Hit)e.

byNobtlknzuNanko

ConsiJerationwasgiventointroduce"SlurryExplosives",givingattentiontoits
high saLetyquality.persuingrationalizationofblastingoperation,andexpectingits

charactertomakeitpossibletobringabout''costdown"toexplosives,tocover

supposedpriceriBeOfdynamiteinhttlre.

Fundam entaJexaminationsonblaS血gforce,sensitivityandconditiozlOfafter-gas,

withoperadontestatminingspot,wereprfomedforaboutayearbeginningin

September1974.Theresultswerec9uellntasfollows;

(A)1)laStingforce;about20%inferiortoSugiDynamite

(b)sensitivity; lesssensitivethanSugiDymmite

(C)safetyquality;yeryhigh fortheimpactOfdrillbittoresidualtnexploded

slurryexplosives,comparedtoAN-FO Exprosives,notto
memtiontodynamite

(d)conditionofnEter-gas;very五me

TheoperationtestAttheminingspotprovedSlurryExplosiveshavenoprobltim

forordinaryuseeXCePtforslightiJICrCASeOfconsumptionofexplosives.

nus,sinceJanuary1976,SlurryExplosiveshavebeenadoptedinsteadofdyna-

Jt)itebutfor"dynamitewithbhstingcap". Theresultforthisoneyea{soperation
withtheSlurryExptosivesisquiteSatishcloryinoperatingrespectsasexpectedin

theorigindintroductoryconsideration,aIthough slightincreasehasbeenseenactually

ofthe"ExplosiveConsumption".

(TochiboraMine,KamiokaMine&SmelterMitsuiMining&Smelting

Co.,Ltd.Kamioka-cho,Yoshiki-gum.GiEu-ken506111,JAPan)
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